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昭和45年10月１日現在

世帯数　2、585戸

人口

男　5、837人

女　6、293人

計12 、130人

三
億
九
千
万
円

四
十
四
年
度
決
算
を
見
る

九
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
た
昭
和
四
十
四
年
度
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

剰
余
金
一

、
七
〇
〇
万
円
／

歳
入
、
歳
出
決
算
額
は
、

歳
入
　

三
九
三
、
五
二
一
千
円

前
年
比
一
五
一
、
二
〇
〇
千
円
増

（
伸
び
率
六
二
、
四
％

）

歳
出
　
三
七
六
、
一
四
二
千
円

前
年
比
一
四
八
、
五
三
〇
千
円
増

（
伸
び
率
六
五
、
三
％
）

剰
余
金
一
七
、
三
七
九
千
円
と

な
り
、
財
政
調
整
積
立
金
と
し
て

九
〇
〇
万
円
を
確
保
し
て
、

後
年

度
の
事
業
資
金
等
、
財
政
の
基
盤

を
倍
い
、
健
全
財
政
を
維
持
し
つ

つ
、
町
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策

が
執
行

さ
れ
る
よ
う
つ
と
め
て
い

る
も
の
で
す
。

町
民
待
望
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

子
供
か
ら
老
人
ま
で
、
町
民
の

教
養
の
場
、
い
こ
い
の
場
と
し
て

気
軽
に
、
広
く
利
用

さ
れ
、
町
民

福
祉
の
向
上
と
融
和

が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

次
に
各
部
門
に
お
け
る
主
要
な

施
設
の
成
果
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

（
金
額

単

位
千

円
）

１

、

総

務
部

門

防

護

柵
（

交

通

安
全

施
設

）

一
、

一

五

六

労

働

金
庫

預

託
　
　

五
〇

〇

２

、

民

生
部

門

福

祉

セ

ン
タ

ー
建

設

七
六

、

六
三

一

（
内

起

債

三
〇

、
〇

〇

〇
）

児

童

遊
び

場
　
　
　

匸

一
〇

・

（
内

補

助
五

〇
）

３
、
衛
生
部
門

公
立
藤
田
総
合
病
院
建
設
事
業

負
担
金
　
　
　
　

四
、

匸
一
五

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
事
業

負
担
金
　
　
　
　

一
、
五
九
一

４
、
農
林
部
門

石
母
田
水
路
　

二
、
六
〇
五

（
内
補
助
一
、
一
四
三
）

馬
場
農
道
　

一
〇
、
二
四
九

（
内
補
助
七
、
六
〇
二
）

西
舘
農
道
　
　

三
、
六
五
一

（
内
補
助
三
、
〇

九
四
）

上
台
水
路
　
　

三
、
四

二
一

（
内
補
助
二
、
三
七
三
）

川
前
水
路
　
　

三
、
六
七
五

（
内
補
助
二
、

六
八
八
）

稚
蚕
共
同
飼
育
所

一
四
、
八
七
九

果
実
選
果
所

二
一
、
五
八
一

近
代
化
（
機
械
）
施
設

四
、
三
五
〇

へ
内
噛
功
ニ
ヘ
、

匠
一
つ
Ｊ

稲
作

特
別

対

策

事
業

六

、
〇

九
一
二

（

全
額

補

助
）

農

業
共

済

事

業
　
　

二
五
〇

牧

野
利

用

組
合
　
　

匸

一
〇

町

土

地
改

良
区
　
　

二
八

六

西

根
堰

土

地
改

良

区
五

〇
〇

国

見
町

養

蚕
農

協
　

一

〇
〇

農

協

営
農

指
導
　
　

五

〇
〇

果

樹
短

期

成
園

事

業
一
〇

五

（

内

補
助

五

三
）

集

団
的

生

産
組

織

助
成一

七

一

貝

田
林

道
　

一
〇

、

三

二

五

赤

坂
林

道
　
　

三
、

〇

三
四

光

明
寺

林

道
　

一
、

一

三

五

僞

補
助

八
、

四
〇

六
）

（

起
債

二
、

六
Ｄ
Ｄ

Ｊ

５

、
商
工
部
門

商
工
振
興
補
助
　
　

八
七
〇

街
路
灯
維
持
費
補
助
三
〇
〇

中
小
企
業
育
成
預
託
金

三
、
五
〇
〇

６
、
土
木
部
門

大
木
戸
線
改
良
一
、
三
七
七

山
崎
通
学
道
改
良
　

七
四
七

病
院
取
付
道
新
設
舗
装

三
、

七
三
九

南
畑
改
良

―
　
二
、
七
一
〇

北
町
田
舗
装
　
二
、
三
六
〇

貝
田
側
溝
舗
装
三
、
二
六
八

（
内
補
助
一
、
〇
〇
〇
）

小
坂
西
町
裹
改
良一

、
一
三
〇

県
単
道
路
橋
梁
事
業
負
担
金

四
、
〇
五
四

渡
船
事
業
補
助
　
　

一
八
〇

土
木
機
械
運
営
協
議
会
負
担
金

六
四
二

了

、
消
防
部
門

防
火
水
槽
設
置
補
助
一
六
三

鉄
骨
火
の
見
ニ
ケ
所
一
九
七

消
防
ポ
ン
プ
二
台
　

六
〇
〇

消
防
ポ
ン
プ
塔
載
車
二
台

一
、
〇

三
〇

（
内
補
助
三
五
〇
）

屯
所
車
庫
建
設
補
助
七
ヶ
所

一
、
八
一
八

常
備
部
協
議
会
負
担
金

一
、
七
八
〇

８

、
教
育
部
門

放
送
設
備
（
森
小
）
四
九
〇

小
坂
小
排
水
工
事
　
二
八
〇

藤
田
小
屋
体
屋
根
修
繕八

〇
五

大
杰

尸
屋
体
屋
根
修
繕コ

一
〇

県
北
中
自
転
車
置
場
二
三
一

県
北
中
石
炭
、
油
倉
庫四

三
九

藤
田
幼
稚
園
増
築

二
、
二
五
〇

給
食
セ
ン
タ
ー
協
銕
会
負
担
金

三
、
三
五
九

９
、
災
害
復
旧
部
門

沼

田
地

内
　
　
　
　

五

七

五

普

蔵
川

河
川
　

一
、

四

〇

六

久

保
田

川
河

川
　
　

二

七

六

（

内

補
助

一
、

六

一
〇

）

昭和44年度一般会計歳入歳出内訳( 単位千円)

区　　　　　 分 �決算額 �構成費�43年度
構成費

国 県 等 依 存 財 源�266 .965�67 , 8�　65 ,  0

一一-　　・
5,2国　庫　 支　出　金�ⅱ , 622�3,0

県　 支　 出　 金�64,977 �,  5�6,9

地 方 ‘交 付 金�1 39 , 851�35 , 5　45 , 1
普　　　　　　　 通�13k908 �33 , 5�42 , 5

特　　　　　　　 別�7  , 943�　　2,0

一一　－
1,4 �　　

２,６--

-■･〃１,４--･

---㎜
０,１

自動車取得税交付金�5  .528

交通対策特別交付金�187 �-

町　　　　　　　 債�44,80〔y　1 1, 4��　6,335

 . 0自　 主　 財　 源�126.556�32 , 2

町　　　　　　　 税�57 , 7 Ⅳ�14淳�　23 ,  3

一 一　1,4

分担金負担金寄付金�10 , 807� ２，７
使 用 料 、 手 数 料�6,631 �　1,7

一 一
0,6 �

３,３

財　 産　 収　 入�2  , 475 ��０,４
繰　　　 越　　　 金�7  , 309�1,9 �2,5

繰　　　 入　　　 金�33 . 900�8,6 � ３，２
諧　　　 収　　　 入�7.717 � ２，０� ０，９

合　　　　　　　 計 �393 , 521�100 , 0�100.0 :

昭和44年度一般会計目的別歳出内訳（　 々　）

区　　　　　 分 �決算額 �構成費�43年度
構成費

巖　　　 会　　　費�9,615 � ２,６� ３，６

総　　　務　　　 費�50.518 �1 3 , 4�24 , 5
民　　　生　　　 費�93.813 �24.9 � ７,０

衛　　　生　　　 費�12.082 � ３,２�5,5

農 林 水 産 業 費�99 , 1 70�26.4 �1 5 , 9
商　　 工　　 費�5.260 � １，４�1 ，9

土　　　 木　　　費 �42 , 080�1 1 . 2�14.8

消　　　防　　　費 �10 , 0 引�2,7 �3,2
教　　　育　　　費 �43 , 1 71�1 1 . 5�18,5

災　害　復　旧　費 �2.416 �0,6 � １，８
公　　　債　　　費 �7  , 743�2,1 �3,2

諸　 支　 出　 金 �203 �- �0,1
合　　　　　　　 計�376 , 1 42�65 , 3�1 00 , 0

昭 和44 年 度 会 計 別 決 算 状 況 (単位千円)

会　計 別　 歳 入 １歳 出 残 高 残　　額　　 の　　措　　置

一 般 会 計393 , 520376 , 14117 , 379基金繰入900 万円その他翌年度へ繰越し

国保特別会計99  ､ 087 94 , 861 4.226基金繰入　70 万円その他翌年度へ繰越し

育英　 々　　　　503
〃¶･－･●i－　　・藤田財産区 々　　579

州 92翌年度へ繰越し

496 83 汐
入山　 々　　　l, 687

大木戸 々　　　　66

1 , 59　90
汐

50 16 夕
水道事業会計!9  . 284 16 ､ 81 目 2 , 466

夕

124 ｡ 000 .000円

ク
病
気
は
早
期
発
見
早
期
治
療
を
〃

こ
の
数
字
は
四
十
四
年
度

中
に
町
の
国
民
健
康
保
険
の

会
計
（
八
千
六
百
四
十
万
円
）

と
、
み
な
さ
ん
が
病
院
、
医

院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
っ
た

三
割
分
（
三
千
七
百
六
十
万

円
）
の
金
額
で
す
。
こ
れ
に

各
家
庭
に
あ
る
富
山
の
配
置

薬
と
薬
局
か
ら
買
っ
た
業
品
代
を

含

め
る
と
あ
と
ど
の
位
に
増
え
る

で
し

ょ
う
か
…
…

生
活
の
安
定
は
健
康
か
ら

私
た
ち
は
健
康
で
明
る
く
、
豊

な
生
活
を
望
む
も
の
で
す
が
、
生

活
費
に
対
す
る
医
療
費
の
占
め
る

割
合
は
非
常
に
高
い
も
の
で
す
。

以
前
は
貧
困
の
八
割
ま
で
病
気
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
私
た

ち
の
健
康
増
進
と
、
医
療
の
相
互

扶
助
に
よ
り
、
生
活
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す

現
在
国
保
で
は
七
割
給
付
を
臾

施
し
て
お
り
ま
す
が
（
八
十
才
以

上
の
老
人
は
十
割
給
付
）
昭
和
四

十
四
年
度
の
国
保
会
計
決
算
の
概

要
を
次
の
通
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

収
入み

な
さ
ん
が
納
め
た
保
険
税

四
二
、
四
九
九
千
円
（
四
三
％
）

国
か
．ら
の
補
助
金

五
五
、
四
九
七
千
円
（
五
六
％
）

次
に
支
払
っ
た
医
療
費
は

四
十
三
年
度
よ
り
も

一
八
、
三
八
四
千
円
多
く

一
八
六
、
三
八
四
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
（
月
平
均
七
、
一
九
九

千
円
）

四
十
五
年
度
の
予
想
医
療
費
は

前
年
よ
り
約
三
二
、
五
一
四
千
円

上
廻
る
一
一
八
、
八
九
八
千
円
と

異
常
な
伸
び
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
一
人
当
り
一
四
、
九
三
一
円
）

国
民
健
康
保
険
税
（
四
十
五
年

度
の

Ｉ
人
当
り
六
、
二
一
八
円
）

は
み
な
さ
ん
の
医
療
費
支
払
の
た

め
の
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
完
納
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
特
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

病
気
は
い
っ
と
き
も
早
く
医
者

の
診
察
を
受
け
治
療
し
ま
し
ょ
う

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
軽
く
す
み
、

医
療
費
も
少
く
て
す
み
ま
す
。

健
康
の
増
進
と
体
力
の
向
上
に

こ
ん
な
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う

○
食
生
活
の
改
善

バ
ーフ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

と
り
ま
し

ょ
う
。

○
環
境
衛
生
の
改
善

常
に
生
活
環
境
の
整
備
に
心

７

が
け

ま
し

ょ
う
。

○

心

身
の

疲
労

を
さ

け

る

、
長
時

間

の
重
勞

慟

に
は

簡
単

な
体
操

な
ど

を

と
り
入

れ

ま

し

ょ
う

。

○

早
寝

早
起

は
健

康
の

も
と

。
半

分
な

睡
眠

を

と

り
ま

し

ょ
う
。

○
体

力

増
長

、
気

分
の

転

換

に
運

動
を

（
一フ

ジ

オ
体
操

を
み

ん
な

で

や

り
ま

し
ょ

う
）

○

病

気

の
予
防

と
早

期

発

見

の
た

め
健

康
診

断

、

各
種

検
診

、
予

防
接
種
を
進
ん
で
受
け
ま
し
よ

踏
切

事

故

を
な
く
そ
う

待
つ
は
わ
ず
か
3
0秒

＠
踏
切
で
は
心
ず
一
旦
停
止

１
　
踏
切
を
通
る
と
き
は
一
旦
止

ま
り
、
右
、
左
を
見
て
列
車
の

こ
な
い
の
を
確
か
め
て
か
ら
通

り
ま
し
ょ
う
。

２
　
踏
切
警
報
機
の
鳴
っ
て
い
る

時
は
絶
対
に
通
行
せ
ず
、
列
車

の
通
過
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

３
　

上
り
列
車
が
通
過
し
て
も
、

下
り
列
車
が
く
る
こ
と
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

４
　

線
路
の
通
行
は
や
め
ま
し
ょ

５
　
テ

ど
も
の
線
路
附
近
で
の
遊

び
は
危
険
で
す
か
ら
み
ん
な
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

６
　

駅
構
内
の
通
行
は
や
め
ま
し

７
　
万
『

踏
切
上
で
灘

が
エ
ン

ス
ト
な
ど
で
危
険
な
状
態
の
場

合
は
ま
ず
、
踏
切
支
障
報
知
装

置
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

８
　

線
路
の
歩
行
、
列
車
直
前
横

断
な
ど
を
機
関
士
が
発
見
し
危

険
を
感
じ
て
列
車
を
止
め
た
場

合
、
歩
行
者
は
列
車
支
障
損
害

賠
償
金
を
徴
収
さ
れ
ま
す
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
九
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名
　
満
年
令
　
住
　
　
　

所

９

、
1
4
　木
村
　

イ
ソ
　
　
6
5
　
　
石
母
田
駒
場
3
9

1
5
　村
上
　
喜
平
　
　
7
2
　
　
徳
江
　
佐
野
台
2
0

岬
　
児
島
　
　

ゴ
　
　
8
1
　
　
大
杢
尸
新
田
山
8

2
0
　高
橋
　
　

廣
　
　
7
0
　
　
高
城
　
北
1
7

2
8
　大
場
（

ツ
ヨ
　
　
5
0
　
　
小
坂
　
塚
田
4
7

④
　

追
越
し
・
飛
出
し
事
故
を
座
く
そ
う

く
に
み



明治学級だより

玄
米
食
な
ど

長
生
き
の
ヒ
ケ
ツ
を

－
（

牛

尾

先

生

講
演

会

）－

九
月
十
五
日
午

後
二

時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
牛
尾
盛
保
先
生
か

ら
健
康
間
題
の
お
話
を

聞
く
。
「
敬
老
の
日
」

の
贈
り
物
と
し
て
健
康
長
寿
の
お

話
と
あ
っ
て
出
席
者
も
二
百
人
を

越
す
盛
況
。
丈
夫
で
長
生
き
す
る

こ
と
は
万
人
共
通
の
願
い
で
あ
る

証
拠
で
あ
ろ
う
。

牛
尾
先
生
は
東
京
に
大
き
な
成

人
病
関
係
の
病
院
や
研
究
所
を
も

た
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
著
書
も

あ
り

最
近
出
版
さ
れ
た「

菜
食
の
効
用
」

と
い
う
本
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
た
そ
う
だ
。

命
の
も
と
は
食

べ
も
の
だ
か
ら

長
生
す
る
に
も
食

べ
物
に
気
を
つ

け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
食
べ
物
を
中

心
に
わ
か
り
や
す
く
、
誰
に
も
す

ぐ
実
行
で
き
る
よ
う
な
お
話
を
さ

れ
た
。

○
玄
米
又
は
三
分
つ
き
の
ご
は
ん

を
よ
く
か
ん
で
た
べ
る
。

○
脂
肪
は
な
る
べ
く
植
物
性
の
汕

を
使
う
。

○
蛋
白
質
も
動
物
質
の
肉
魚
卵
を

さ
け
て
と
う
ふ
、
な
っ
と
う
の

よ
う
な
植
物
性
の
も
の
を

と
る

○
純
正
食
品
、
自
然
食
品
を
重
点

に
、
よ
く
よ
く
か
ん
で
た
べ
よ

○
店
頭
に
並
ぶ
美
し
い
イ
ン
ス
ク

ン
ト
食
品
な
ど
に
は
防
腐
剤
、

漂
白
剤
、
着

色
剤
、
甘
味
料
な

ど
数
多
く
の
人
工
添
加
物
が
使

わ
れ
て
い
る
。

○
野
菜
や
果
物
の
中
に
肥
料
や
農

薬
の
有
害
成
分

が
含
ん
で
い
る

場
合
か
お
る
。

○

ア
（
（
（
（

Ｉ
と
大
ご
え
で
笑

い
陽
気
に
暮
ら
せ
。

（
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
先

生
の
著
書
「
菜
食
の
効
用
」

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）

（
学

習

の

か

知

ら

せ
）

十
月
八
日
は
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
、
七
〇
歳
以
上
の
方
は

み
ん
な
出
席
さ
れ
、
水
野
先
生

の
お
話
を
お
き
き
し
た
と
思
い

ま
す
。
「
報
徳
」
の
お
話
し

は
ま

こ
と
に
有
益
で
、
七
〇
歳
以
下

の
方
に
も
ぜ
ひ
き
か
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
わ
が
学

級
で
も
一
度
先
生
に
お
い
で
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

う
一
月
九
日
の
文
化
講
演
会
。

｝－
国
見
町
の
歴
史
と
文
化
財
」

は
国
見
町
民
と
し
て
ぜ
ひ
き
き

た
い
話
で
す
。
全
員
の
ご
参

加

を

お
勧
め
し
ま
す
。

十
月
二
十
九
日
に
は
「
食

生
活

の
研
究
」
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

牛
尾
先
生
や
蓬
田
先
生
か
ら
い

ろ
い
ろ
結
構
な
お
話
を
お
伺
い

し
て
、
前
途
が
明
る
く
な
っ
た

よ

う
な
傚

が
し
ま
す
が
、
実
行

し
な
け
れ
ば
な
ん
の
効
果
も
あ

り
ま
せ
ん
。
百
の
議
論
よ
り
一

つ
の
実
行
、
健
康
食
、
老
人
食

の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
玄
米

飯
の
炊
ぎ
か
た
、
食
べ
か
た
を

中
心
に
、
実
習
を
通
し
て
研
究

を
い
た
し
ま
す
。
場
所
（
調
理

実

習
室
）

の
関

係

で

午
前

の

実
習

は

一

回

五
〇

人
と

し

ま

す
の

で

、
各

方

部

代
表

一
〇

人

づ

つ

お
い

で

く
だ

さ

い

。

あ
と

の
方

は

第

二
回

、
第

三

圓

と

な
ん

回
で

も

や

り

ま
す
。

尚

午

後

は
実

習

の

報
告

や

講

話
、

映
画

な

ど

お

も
し

ろ

く
た

め

に

な
る

べ

ん
き

ょ

う

が

あ
り

ま
す

か

ら

皆
様

多

数
お

い

で

く
だ

さ

い
。

健
康
食
の

研
究

時
・：
十

月

二
十

九

日
（
木

）

●

代
表

者

（
五
〇

人
）
　に

よ
る

実

習

…

午
前

九

時
か

ら

・

一
般

に

よ
る
研

究
・
：
午

後
一

時

か
ら
実
習
の
報
告
、
講
話
、

映
画

、
話
し
合
い

講
師
…
社
団
法
人
生
命
科
学
協
会

福
島
支
部
長
　
鈴
木
　
天
明

会
費
…
実
習
材
料
費
と
し
て

参
加
者
一
〇
〇
円

”
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
ま
い
〃

い
よ
い
よ
秋
だ
。
夏
鳥
が
去
っ

て
冬
鳥
が
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
を

候
鳥
と
い
う
と
子
ど
も
時
に
習
っ

た
。
そ
の
自
然
の
め
ぐ
り
の
よ
う

に
ま
た
選
挙
が
や
っ
て
く
る
。
そ

し
て
は
げ
し
い
選
挙
、
は
な
や
か

な
選
挙
運
動
か
展
開
さ
れ
た
結
果

わ
れ
ら
の
選
良
が
生
れ
る
。
自
然

の
摂
理

と
も
い
う
べ
き
こ
の
営
み

の
中
か
ら
毎
回
「
違
反
」
を
出
し

て
い
る
。
あ
る
人
は
こ
れ
を
「

選

挙
公
害
」
だ
と
揚
言
し
て
い
る
。

昜
言
も

甚
し
い
。
こ
ん
ど
こ
そ
は

明
正
選
挙
を
実
行
し
て
汚
名
を
返

上
す
る
よ
う
「

た
だ
今
」

か
ら
心

を
用
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

ぜ
ひ

実
行
し
た
い
誓
い
二
例
を
左
に

－

△
そ
の

Ｉ
▽
－

倒
　

陣
中
見
舞
を
や
め
よ
う
。

②
　
候
補
者
か
ら
金
品
を
受
け
と

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③
　

候
補
者
、
運
動
員
に
対
し
明

る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
す
る

旨
の
誓
約
を
と
ろ
う
。

㈲
　
公
選
法
に
よ
ち
な
い
選
挙
も

明
る
く
正
し
く
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
し
よ
う
。

㈲

’
部
落
推
進
は
や
め
よ
う
。

＝

△
そ
の
二
▽
－

田
　

選
挙

声
１
声
の
厳
守
を
政
甞

お
よ
び
候
補
者
等
に
働
き
か
け

よ
う
。

②
　
冠
婚
葬
祭
に
際
し
て
、
選
挙

に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
花
輪
、

香
典
、
祝
儀
等
は
辞
退
し
よ
う

圓
　

会
合
等

に
際
し
て
、
選
挙
に

関
す
る
と
思
わ
れ
る
寄
付
は
辞

退
し
よ
う
。

㈲
　
選
挙
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る

後
援
会
活
動
に
行
な
わ
れ
る
飲

食
物
の
提
供
は
辞
退
し
よ
う
。

消

品

教

室

①

電
気
製
品
の
見

か
た

買
い
方

講
習

講
師
　

東
北
配
電
よ
り

日
時
　

十
月
二
十
八
日
（
水
）

午
後
一
時
半

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ

な

た
の

お
宅

に

電
気

製

品

が

い
く
つ
あ
る
か
数
え
て
み
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
　

家
庭
電
化
の

声
が
出
て
か
ら
何
年
…
…
わ
た
く

し
た
ち
の
ま
わ
り
は
文
字
ど
お
り

電
気
製
品
で
う
ず
ま
っ
て
い
ま
す

と
こ

ろ
で
こ
の
ほ
う

大
な
電
気
器
具
や
機

械
を
わ
た
く
し
た
ち

は
ど
れ
だ
け

便
い
こ

な
し
て
い
る
で
し
ょ

か
。
ち
よ
っ
と
の
知

識
の
不
足
か
ら
、
否

知
識
の
不
正
確
さ
か

ら
、
せ
っ
か
く
の
宝

を
持
ち
ぐ
さ
れ
に
し

て
い
な
い
で
し

ょ
う

か
。
殊
に
そ
の
買
い

方
に
至
っ
て
は
全
く

の
あ
な
た
ま
か
せ
の

業
者
ま
か
せ
マ
ス
コ

ミ
ま
か
せ
、
中
に
は

お
隣
り
ま
か
せ
も
あ

る
と
い
い
ま
す
。

わ
が
公
民
館
で
は
、
県
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
前
記
の
講
習
会
を

開
き
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご

来
聴
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

主
催

福
島
県
県
民
室

国
見
町
公
民
館

写真ニュ ース

９月15日は敬老の日町内

でも藤田、小坂の両婦人

会で敬老会が行なわれた。

写真は藤田方部の敬老会(

福ﾈ|トセンタ ーで)

と
し
よ
り
と
青
年

◎
若
い
者
か
ら
老
人
へ
の
希
望
と

不
満

○
生
活
へ
の
干
渉
過
度

○
孫
の
こ
と
を
口
に
出
し
す

ぎ
る

○
い
つ
も

ガ
サ
ガ
サ
し
て
う
る
さ

い
○
家
の
内
部
の
こ

と
を
他
人
に
話

す
○
夢
の
な
い
実
用
主
義
一
点
張
り

○
自
己
中
心
的
で
あ
る

○
自
分

に
環
境
を
合
せ
よ
う
と
す

る

○

孫
を
あ
ま
や
か
す

○
頑
固
（
馬
鹿
正
直
）
で
融
通
性

が
な
い

○
話
し

が
く
ど
い

○
昔
の
こ
と
を
お
し
つ
け
る

○
不

必
要
な
物
を
大
事
に
保
存
す

る
○
愚
痴
を
こ

ぼ
す

○

み
だ
し
な
み
に
気
を
つ
け
て
ほ

し
い

○
子
ど
も
の
前
で
親
の
メ
ン
ツ
を

つ
ぶ
す
よ
う
な
こ
と
は
し
て
も

ら
い
た
く
な
い

○
時
代
の
流
れ
を
よ
く
知
っ
て
欲

し
い

◎
老
人
か
ら
若
い
者
へ
の
希
望
と

不
満

○
早
寝
早
起
き
す
る
こ
と

○
息
子
夫
婦

が
冷
淡
（
特
に
嫁
）

○
老
人
扱
い
に
さ
れ
る

○
相
談
に
あ
づ
が
ら
ぬ
こ
と

○
陰
口
を
い
わ
れ
る
こ
と

○
死

ぬ
こ
と
を
話
さ
れ
る
こ
と

○
親
類
の
マ

ざ
あ
い
を
し
た
が
ら

な
い

○
小
遣
い
銭
を
く
れ
た
が
ら
な
い

○
子
供
が
言
う
こ
と
を
き
か
な
い

○
自
分
の
部
屋

が
ほ
し
い

○
子
供
の
し
つ
け
を
厳
格
に
せ
よ

○
礼
儀
作
法
を
し
っ
か
り
せ
よ

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
九
月
二
十
六
日
）

兼
題
「
曼
珠
沙
華
」
　「
鰯
雲
」
　
雑
二
旬

席
題
「
秋
の
雨
」

睾
　
湯
上
り
の
肋
さ
す
り
け
り
鰯
雲
　
　
　
　

早
田
　
灰

鳥

米
　
胸
は
り
て
野
道
を
行
く
や
い
わ
し
雲
　
　

奥
山
　
甲
二

来
　
い
わ
し
雲
百
性
ひ
ろ
き
野
に
散
ら
ば
り
　
斉
藤
黄
鶴
楼

米
　
故
里
の
日
和
り
円
か
に
曼
珠
沙
華
　
　
　
　
　

一
　
怡

紊
　
沼
釣
の
竿
に
交
る
鰯
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
　
一

米
　
こ
の
老
の
後
架
通
い
や
秋
の
雨
　
　
　
　
　
　

泰
　
山

崋
　
牛
追
ふ
て
手
折
り
て
帰
る
曼
珠
沙
華
　
　
　
　

痴
　
仏

米
　
曼
珠
沙
華
写
し
て
燃
ゆ
る
裏
の
池
　
　
　
　
　

雨
　
田

岑
　
灯
台
の
夕
映
え
に
染
み
鰯
雲
　
　
　
　
　
　
　

蔦
　
水

米
　
親
の
股
く
ぐ
る
仔
牛
や
鰯
雲
　
　
　
　
　
　
　

山
　
月

来
　
あ
て
に
せ
ぬ
南
瓜
重
た
し
虫
の
声
　
　
　
　
　

夢
　
泉

豪
　
古
手
紙
焚
い
て
俄
か
に
秋
来
る
　
　
　
　
　
　

勝
　

ヱ

糸
　
曼
珠
沙
華
に
く
き
者
の
如
む
ち
打
た
る
　
　
　

正
　
雄

崋
　
後
悔
の
次
か
ら
次
と
い
わ
し
雲
　
　
　
　
　
　

は
る
子

’

小

さ
き
子
の
は
し
や
ぐ
声
あ
り
鰯
雲
　
　
　
　

曄
　
子

ｔ
　
三
階
の
鏡
に
う
つ
る
い
わ
し
雲
　
　
　
　
　
　

か
ね
子

崇
　
ス
モ
ッ
グ
と
過
疎
に
さ
ま
よ
う
い
わ
し
雲
　
　

昭
　
子

索
　
曼
珠
沙
華
咲
い
て
な
き
子
の
声
聞
ゆ
　
　
　
　

貞
　
子

来
　
悪
童
の
歯
並
美
し
曼
珠
沙
華
　
　
　
　
　
　
　

栄
　
子

わ
が
町
の
歴
史
と

文
化
財
を
知
ろ
う

文
化
講
演
会
の
お
知
ら
せ

時
日
　
十
一
月
九
日
（
月
）

午
後
一
時
半

会
場
　
国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
福
島
大
学
助
教
授

小
林
　
清
治
先
生

わ
が
町
に
は
、
世
に
も
め
す
ら

し
い
古
碑
、
古
文
書
を
は
じ
め
貴

重
な
遺
跡
や
出
土
品
な
ど
す
ぐ
れ

た
文
化
財

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
の
文
化
財
を
一
つ
一
つ
解

明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
町

の
う
つ
り
変
り
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。こ

の
道
の
権
威
者
小
林
先
生
を

お
招
き
し
、
わ
が
町
の
歴
史
と
文

化
財
に
つ
い
て
お
き
き
し
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
来
聴
を
歓
迎
し

ま
す
。

盆
栽
展
示

交
換
即
売
会

国
見
町
園
芸
愛
好
会
（
会
員
一

五
〇
名
会
長
熊
田
一
恰
氏
）
で
は

藤
田
鹿
島
神
社
の
祭
礼
日
を
え
ら

び
、
日
頃
愛
し
育
て
て
来
た
じ
ま

ん
の
盆
栽
（
自
作
の
も
の
に
限
る
）

を
一
堂
に
持
ち
寄
り
、
こ
れ
を
一

般
に
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

要
項
は
次
の
と
お
り
で
関
係
者
の

出
品
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
皆
様
の

ご
来
観
を
望
ん
で
い
る
。

記

一
、
会
場

大
千
寺
境
内

二
、
日
時

十
月
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で

十
月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で

三
、
搬
入
搬
出

各
自
の
責
任
で
、
次
の
時
間
に

正
確
に
行
な
う

搬
入
・：
十
月
十
九
日
午
前
七
時

か
ら
同
九
時
ま
で

搬
出
・：
十
月
二
十
一
日
午
前
七

時
か
ら
同
九
時
ま
で

四
、
交
換

会
期
内
に
会
員
同
志
で
行
な
う

評
価
は
専
門
家
に
依
頼
す
る

五
、
即
売

会
員
一
人
十
点
以
内
で
一
般
に

対
し
即
売
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
九
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出

生
日
　

氏
　
　
　

名
　
　

親
の

名

と
続
柄
　

住
　

所

‘

８

、
1
9
　
大
槻
　

晋

一
　
　

晴

美

の
長

男
　

藤

田
　

北

一

2
0
　
菊

地
　

美

佳
　
　

顕

一

の
長

女
　

石
母

田

下

原
3
6
．

2
2
　
佐

久
間

辰

夫
　

。
鉄

男

の
長

男
　

森

山
　

上

野
合
1
0

’

2
3
　
三
浦
　

研

二
　
　

勝
男

の

二
男
　

塚

野
目

中

沢
2
9

2
4
　
吾

妻
　

慶

一
　
　

進
　

の
長

男
　

山

崎
　

北

古
舘
＆

2
6
　
野

村
　

健

二
　

政

一
郎

の

二
男
　

小

坂
　

板

橋
2

2
6
　
斎

藤
　

幸

夫
　
　

金
治

の

二
男
　

貝

田
　

町

裏
8

2
8
　
瀬
戸
　

健

博
　

鼈

二
郎

の
長

男
　

山
崎
　

南
町

田
2
2
の
7

2
9
　
榊
　

友

紀

博
　
　

友

一

の
長

男
　

藤

田
　

南
6
2

9

、１
　

実

沢
　

浩

美
　
　

重

雄

の
三

女
　

徳
江
　

東

原
1
8

3
　

大

勝
　

宏

二
　
　

貞

男

の
長

男
　

藤
田
　

南
２

の
１

５
　

菊

地
　

千

春
　
　

良

一

の
長

女
　

石

母

田

弁
天

沢
5
3

6
　

桜

沢
　

宏

美
　
　

宏
市

の
長

女
　

西
大

枝

堂

ノ
前
2
2
の
２

７
　

高

橋
　
　

満
　
　

友

一

の
長

男
　

山
崎
　

熊

ノ
前
２

の
１

９
　

野

村
　

哲

也
　
　

義

悦

の
長

男
　

藤

田
　

中
沢

一
‥
凵

1
0
　
佐

久
間

成
則
　
　

真

一

の
二

男
　

森
山
　

中

島
ｍ

尸

1
5
　
実
沢
　

利
明
　
　

年

男

の
長

男
　

徳
江
　

拾

俵
擺
2
6

1
6
　
村

上
　

昭
子
　
　

徳

昭

の
長

女
　

徳
江
　

東
4

1
7
　
近

江
　

幸
子
　
　

美

之

の
二

女
　

藤
田
　

日
渡

四
５
　

・

1
8
　
高

原
　

拓

二
　
　

良

一

の
二

男
　

小

坂

’
小
坂

卜

1
9
　
高
原
　

顕

宏
　
　

正

芳
の

長
男
　

泉
田
　

馬
場

前
2
8
の
５

・

2
1
　
松

浦
　

裕
子
　
　

孝

治
の

二

女
　

西

大

枝

築
舘
3
9
卜

゛

。
　
　
・
　
　
。／
一

2
2
　
佐

藤
　

英
知
　
　

正

則
の

長
男

・
森
山
　

上
野

台
２

の
3
0

④
　
酒
の
み
・
無
媒
運
転
を
座
く
そ
う
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